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１．内容
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Ｄ／Ｈ４北／Ｋ４エリアの内堰外に設置した地震計（基礎含む）について、内堰内
へ設置位置を見直しする。（2022年8月目途）

Dエリア K4エリアH4エリア
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地震計
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内堰高さの地震計用基礎設置・固定



２．移設に係わる検討項目
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検討事項
地震計基礎の設計
• 剛構造であること
• 材質はコンクリート及び、空洞がない構造とすること
• 震度計の100倍以上の重量であること
• 周辺構造物（タンク、内堰）との離隔を、その高さの1/10以上かつ1m以上と

すること
• 地震の際、地震計基礎が損傷してタンクや連結管へ影響を与えないこと
• 最寄りの内堰高さ＋50mm以上の高さであること（水没防止策）
• 底辺が高さの1倍を超える長さであること。
• 観測記録に影響を与えるもの（太陽電池パネル等）を取り付けないこと

地震計保護カバーの設置
• 水の浸入を防止するために、パッキン、コーキング等による止水処置を行う

物的防護柵の設置
• 地震計保護カバーの周囲（上部含む）を必要範囲とする

下線：気象庁の震度計設置環境基準に準拠
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基礎外周堰の堰内容量の実測値は、同実施計画記載値に対して余裕がある。
今回設置する地震計基礎の容量は、いずれのエリアも2m3以下であり、堰内容量実測値によ
る余裕代の内数であることから、実施計画記載値への影響はない。

設置場所

基礎外周堰
の高さ
（実測値）
(m)
※a

貯留可能
面積

（実測値）
(m2)
※a

基礎外周堰
の堰内容量
（実測値）
(m3)

実測値によ
る堰内容量
の余裕代
(m3)

⑦ ⑧ ⑦×⑧ ⑦×⑧－②

K4 1.098 2,212 2,428 238
H4北 1.000 2,807 2,807 151

D 1.000 2,684 2,684 5

※a 使用前検査成績書に記載の値

【参考】使用前検査要領書番号

K4 ：原規規収第1607089号01

H4北：原規規収第17062620号01

D ：原規規収第1911111号01

表－２ 各タンクエリアの基礎外周堰の堰内容量（1／2）

（実施計画Ⅱ-2-5-添12-83 抜粋）

※1 ②=⑤×⑥

※2 ⑤＝③－④

※3 ⑥＝①／⑤＋0.2（余裕分20cm）

３．タンクエリア堰内容量について



【参考】実施計画抜粋 中低濃度タンク（円筒型）の基礎外周堰の堰内容量に関する説明書
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【参考】実施計画抜粋 中低濃度タンク（円筒型）の基礎外周堰の堰内容量に関する説明書
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【参考】タンク堰内容量について（堰高さ20cmの余裕分の評価）

表－２ 各タンクエリアの基礎外周堰の堰内容量（1／2）

（実施計画Ⅱ-2-5-添12-83 抜粋）

設置場所

大雨時の作
業等を考慮
した余裕高
さ分の容量
(m3)

⑤×0.2

K4 440
H4北 553

D 536

※1 ②=⑤×⑥

※2 ⑤＝③－④

※3 ⑥＝①／⑤＋0.2（余裕分20cm）

基礎外周堰の堰内容量は、大雨時の作業等を考慮した余裕高さ（堰高さで20cm程度）分の
容量を含めたものとしている（実施計画Ⅱ-2-5-添12-82）
今回設置する地震計基礎の容量は、いずれのエリアも2m3以下であり、上記余裕高さ分の容
量に対して十分に小さいことから、堰内容量に与える影響は十分小さい。


